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書　
　
　
　

評

　

宇
都
宮
輝
夫

　
『
宗
教
の
見
方

　

人
は
な
ぜ
信
じ
る
の
か
』

（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
二
年
）

山　

我　

哲　

雄

　

本
書
は
、
著
者
が
北
大
で
毎
年
繰
り
返
し
て
き
た
「
宗
教
学
概

論
」
の
講
義
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
般
の
宗

教
の
概
説
書
、
入
門
書
と
は
異
な
り
、
本
書
で
は
仏
教
、
キ
リ
ス

ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ど
各
宗
教
の
内
容
を
総
覧
す
る
よ
う
な
ア

プ
ロ
ー
チ
は
取
ら
れ
ず
、「
宗
教
と
は
何
か
、
な
ぜ
人
は
宗
教
を

信
じ
る
の
か
」、「
宗
教
を
信
じ
て
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
っ
た
「
本

質
的
」
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
る
。

　

導
入
的
な
第
一
章
「
宗
教
の
普
遍
性
」
で
は
、
宗
教
が
「
き
わ

め
て
古
い
時
代
か
ら
普
遍
的
に
存
在
し
続
け
て
き
た
」
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
他
方
で
啓
蒙
主
義
、
科
学
技
術
の
発
展
、
社
会
の
世
俗

化
等
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
が
無
用
に
な
っ
た
り
衰
退
し
て
い

く
予
兆
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
「
宗
教
と
は
何
か
：
常
識
を
疑
い
、
吟
味
す
る
」
と
題
さ
れ
た

第
二
章
で
は
、ま
ず
は
副
題
の
通
り
、宗
教
を
「
神
へ
の
信
仰
」
や
、

「
超
自
然
的
な
も
の
」
や
「
奇
跡
」
へ
の
信
仰
、「
来
世
」
や
「
死

後
の
世
界
」に
つ
い
て
の
信
仰
と
見
る「
常
識
的
」な
通
念
や
、テ
ィ

リ
ッ
ヒ
流
の
「
究
極
的
関
心
」
に
よ
る
定
義
が
、
そ
れ
ら
に
包
摂

さ
れ
な
い
具
体
的
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
十
分
性
を

指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
の
多
様
性
と
複
雑
性
、
そ
の

厳
密
な
定
義
の
「
不
可
能
性
」
を
示
し
た
う
え
で
、
筆
者
は
「
暫

定
的
な
作
業
仮
説
」
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
孕
む
こ
と
を
指

摘
し
な
が
ら
も
「
最
も
汎
用
性
の
あ
る
定
義
」
と
し
て
、
デ
ュ
ル

ケ
ム
の
「
宗
教
と
は
、
神
聖
な
事
物
、
す
な
わ
ち
隔
離
さ
れ
禁
止

さ
れ
た
事
物
に
関
わ
る
信
念
と
行
事
と
の
統
一
的
体
系
で
あ
る
」

と
い
う
定
義
を
採
用
す
る
。

　
「
宗
教
概
念
批
判
と
そ
の
吟
味
」
と
題
さ
れ
た
第
三
章
は
、
定

義
問
題
を
引
き
継
い
だ
学
問
的
認
識
論
で
、
宗
教
の
「
本
質
」
を

探
究
す
る
宗
教
学
の
基
本
的
方
向
性
を
擁
護
し
、
特
に
現
在
一
部

に
見
ら
れ
る
、
近
代
西
洋
起
源
の
「
宗
教
」
概
念
そ
の
も
の
を
廃
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棄
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
に
反
論
す
る
。
た
だ
し
、
他
の
多
く
の

概
念
（
例
え
ば
「
哺
乳
類
」）
の
場
合
と
同
様
、
宗
教
に
つ
い
て

も
あ
ら
ゆ
る
事
例
に
当
て
は
ま
る
完
全
な
普
遍
性
と
他
の
現
象
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
完
全
な
固
有
性
を
兼
ね
備
え
た
定
義
を
構
成

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
、「
家
族
的
類
似

性
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
。
家
族
の
成
員
が
個
々
違
っ
て
い

な
が
ら
も
類
似
性
を
持
つ
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
互
い

に
重
な
り
合
い
、交
差
し
あ
う
類
似
性
の
網
目
」
で
あ
り
、「
宗
教
」

と
は
、「
こ
う
し
た
諸
属
性
の
重
な
り
合
う
ゆ
る
や
か
な
集
合
体
」

（
六
七

－

六
九
ペ
ー
ジ
）
で
あ
る
と
す
る
。

　

第
四
章
は
「
宗
教
と
非
宗
教
の
境
界
」
で
、
こ
の
こ
と
は
前
述

の
デ
ュ
ル
ケ
ム
流
の
定
義
か
ら
出
発
す
る
以
上
、
必
然
的
に
問
題

に
な
る
。
神
聖
性
が
役
割
を
演
じ
る
の
は
必
ず
し
も
伝
統
的
な
意

味
で
の
宗
教
に
限
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
著
者

は
、
基
本
的
に
「
宗
教
と
非
宗
教
の
間
そ
の
も
の
に
も
明
確
な
境

界
線
は
引
き
得
な
い
」
と
い
う
立
場
を
と
り
、「
む
し
ろ
現
実
自

体
が
切
れ
目
の
な
い
連
続
体
」
で
あ
り
、
完
全
な
宗
教
と
非
宗
教

と
い
う
「
両
極
の
間
に
無
限
に
多
様
な
現
象
が
切
れ
目
な
く
並
ん

で
い
る
」（
七
一
ペ
ー
ジ
）
と
見
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

共
産
主
義
や
ナ
チ
ズ
ム
の
よ
う
な
政
治
上
の
主
義
や
「
狂
信
的
」

な
大
衆
運
動
、
ベ
ラ
ー
の
言
う
ア
メ
リ
カ
の
市
民
宗
教
に
も
か
な

り
の
程
度
の
「
宗
教
性
」
が
認
め
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
社
会
的
道

徳
運
動
や
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
・
ソ
ー
ト
運
動
、
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ

文
化
、
サ
イ
エ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
よ
う
な
「
宗
教
」
を
自
称
し
な
い

比
較
的
新
し
い
現
象
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
「
宗
教
か
否
か
は
判

断
が
微
妙
」
と
し
な
が
ら
も
、「
消
去
法
で
考
え
る
と
、
や
は
り

宗
教
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
八
〇
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
。

　

第
五
章
は
「
信
じ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
と
題
し
、
ま
ず

何
を
ど
う
信
じ
る
か
、
と
い
う
こ
と
の
多
様
性
を
扱
う
。
特
定
の

宗
教
の
信
者
か
ど
う
か
と
い
う
基
準
は
し
ば
し
ば
曖
昧
で
あ
り
、

特
定
の
宗
教
の
信
者
の
「
信
仰
の
度
合
い
」
も
「
名
ば
か
り
」
の

信
者
か
ら
狂
信
や
原
理
主
義
に
至
る
ま
で
「
多
面
的
」
で
あ
る
。

次
に
著
者
は
、
宗
教
は
非
合
理
で
あ
り
非
宗
教
的
な
現
代
人
は
合

理
的
で
あ
る
と
い
う
通
念
と
対
決
し
、
行
動
経
済
学
、「
オ
オ
カ

ミ
少
女
」
や
「
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
」、「
疑
似
科
学
」
等
の
例
を

挙
げ
て
、
人
間
が
い
か
に
「
だ
ま
さ
れ
や
す
」
く
、
合
理
的
で
な

い
行
動
を
し
が
ち
で
あ
る
か
を
例
示
す
る
。
ま
た
、
一
言
で
合
理

性
と
言
っ
て
も
、「
理
論
的
合
理
性
」、「
形
式
的
合
理
性
」、「
目
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的
合
理
性
」、「
価
値
合
理
性
」
等
、
多
様
で
あ
り
、「
合
理
性
」

同
士
が
衝
突
し
あ
う
場
合
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
こ
こ
で

興
味
深
い
の
は
、
著
者
が
仮
説
的
に
、
認
知
科
学
的
概
念
を
導
入

し
て
、
宗
教
を
「
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
の
一
種
と
見
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
は
著
者
に
よ
れ
ば
、「
取
る
べ
き
行
動
を
決
め
る

た
め
の
不
完
全
で
あ
る
が
十
分
役
に
立
つ
便
宜
的
方
法
」で
あ
る
。

「
生
き
て
い
く
上
で
の
ヒ
ュ
ー
リ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
い
う
現
実
的
な

基
礎
が
あ
れ
ば
、
人
は
宗
教
を
意
識
の
上
で
も
保
持
し
て
い
く
。

宗
教
の
い
の
ち
は
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」（
九
五
ペ
ー

ジ
）
と
著
者
は
言
う
。

　

第
六
章
は
「
宗
教
の
構
成
要
素
」
を
扱
い
、
著
者
は
多
様
な
要

素
の
「
複
合
体
」
で
あ
る
宗
教
を
以
下
の
「
構
成
要
素
」
に
分
け

て
分
析
す
る
。（
一
）「
信
念
」
は
宗
教
の
意
味
世
界
を
言
葉
で
表

現
し
た
も
の
で
、神
話
や
教
義
の
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
神
観
、

世
界
観
、
人
間
観
を
展
開
す
る
。（
二
）「
儀
礼
」
は
行
為
を
通
じ

て
、
聖
俗
の
分
離
、
両
者
の
接
近
や
交
流
、
聖
に
よ
る
俗
世
界
の

意
味
づ
け
、贖
罪
や
祈
願
等
を
行
う
。
著
者
は
特
に
、儀
礼
の
「
人

間
同
士
を
接
近
」
さ
せ
る
「
社
会
統
合
の
機
能
」
を
重
視
す
る
が
、

こ
れ
は
デ
ュ
ル
ケ
ム
流
の
定
義
に
立
つ
以
上
、
当
然
で
あ
ろ
う
。

（
三
）「
教
団
」
は
宗
教
の
集
団
的
側
面
を
表
現
す
る
が
、
著
者
に

よ
れ
ば
、
宗
教
集
団
の
必
然
性
は
、「
社
会
成
員
が
同
じ
信
念
と

儀
礼
を
共
同
的
に
確
認
す
る
必
要
性
」
に
よ
る
。（
四
）「
聖
職
者
」

は
「
専
門
の
宗
教
家
」
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
宗
教
的
指
導
で
生

計
を
立
て
て
い
る
者
と
す
る
。（
五
）「
生
活
」
は
宗
教
に
よ
る
日

常
生
活
の
規
定
で
、
主
と
し
て
衣
食
の
例
が
検
討
さ
れ
る
。（
六
）

「
体
験
」
で
は
仏
陀
の
「
悟
り
」、
ム
ハ
ン
マ
ド
の
啓
示
受
領
、
パ

ウ
ロ
の
回
心
な
ど
が
紹
介
さ
れ
る
が
、
同
時
に
「
聖
な
る
も
の
」

を
「
絶
対
他
者
」
の
体
験
と
見
る
オ
ッ
ト
ー
の
聖
理
解
が
批
判
的

に
考
察
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
特
異
な
宗
教
的
体
験
を
持
つ

者
は
少
数
に
限
ら
れ
、
そ
れ
で
は
一
般
の
信
徒
の
平
凡
な
宗
教
体

験
を
説
明
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
絶
対
的
に
異
質
な
も
の
は
認

識
不
可
能
な
は
ず
な
の
で
あ
る
。

　
「
宗
教
の
機
能
」
を
扱
う
第
七
章
は
約
四
〇
ペ
ー
ジ
と
最
も
長

く
、
最
も
充
実
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
著
者
は
ま
ず
宗
教
の
機
能

の
多
様
性
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
宗
教
が
さ
ま
ざ
ま
な
「
救
済
」

を
約
束
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
特
に
、
そ
れ
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
「
心
理
状
態
」、「
心
理
的
補
償
」
を
重
視
す
る
。
宗

教
に
は
此
岸
的
傾
向
の
強
い
宗
教
と
彼
岸
的
傾
向
の
宗
教
が
あ

－60－



り
、
こ
れ
に
応
じ
て
救
済
に
も
此
岸
的
救
済
と
彼
岸
的
救
済
が
区

別
さ
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
求
め
ら
れ
る
の
は
「
純
功
利
的
な

期
待
で
あ
り
此
岸
的
な
幸
い
で
あ
っ
て
、
地
上
生
活
に
お
け
る
物

質
的
社
会
的
な
苦
難
か
ら
の
解
放
で
あ
る
」
と
い
う
「
世
界
の
宗

教
の
実
態
」
が
現
実
的
に
確
認
さ
れ
、
彼
岸
的
宗
教
で
あ
っ
て
も

「
此
岸
的
救
済
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
極
め
て
ま
れ
」
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
る
。
次
に
、
信
者
の
社
会
層
と
救
済
要
求
の
内
容

と
の
間
に
相
関
が
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
、
特
に
抑
圧
さ
れ
た
階
層

で
は
当
然
な
が
ら
苦
難
・
苦
悩
か
ら
の
救
済
の
要
求
が
強
く
、「
自

ら
の
善
き
業
に
対
す
る
報
酬
を
求
め
、
不
正
な
他
者
へ
の
報
復
を

求
め
る
願
望
」が
顕
著
と
な
る
。
他
方
で
特
権
階
層
に
お
い
て
は
、

幸
福
な
状
態
の
理
由
づ
け
と
正
当
性
を
求
め
る「
幸
福
の
神
義
論
」

が
中
心
と
な
る
。
こ
れ
に
加
え
て
第
三
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
主
と

し
て
「
知
識
人
」
の
間
に
「
精
神
的
困
窮
か
ら
の
救
済
」
の
願
望

が
生
じ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
世
界
と

生
を
意
味
あ
る
も
の
と
し
て
理
解
し
た
い
と
い
う
欲
求
」（
一
四
二

ペ
ー
ジ
）
に
基
づ
く
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
意
味
づ
け
の
機

能
」
は
「
宗
教
の
最
も
重
要
」
な
機
能
で
あ
り
、「
世
界
自
体
の

根
拠
と
根
源
、
目
的
、
意
味
を
説
き
、
そ
の
意
味
あ
る
根
源
的
世

界
秩
序
の
中
に
社
会
と
人
間
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社

会
と
人
生
に
意
味
と
価
値
を
付
与
す
る
」（
一
四
六
ペ
ー
ジ
）
機

能
で
あ
る
。
こ
の
章
の
後
半
で
は
、こ
の「
意
味
づ
け
の
機
能
」が
、

「
カ
オ
ス
の
コ
ス
モ
ス
化
」
と
「
苦
難
の
神
義
論
」
の
両
面
か
ら

さ
ら
に
検
討
さ
れ
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
「
祖
型
と
反
復
」
論
、
タ
ー

ナ
ー
の
「
コ
ム
ニ
タ
ス
」
論
、デ
ュ
ル
ケ
ム
の
「
宗
教
と
社
会
」
論
、

バ
ー
ガ
ー
の
社
会
理
論
等
を
援
用
し
て
展
開
さ
れ
る
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
宗
教
が
「
現
実
生
活
に
と
っ
て
必
須
で

決
定
的
な
意
味
」
を
持
つ
の
は
、
世
界
と
人
生
が
「
実
際
に
は
一

定
の
意
味
と
価
値
に
基
づ
く
コ
ス
モ
ス
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る

と
い
う
現
実
を
、
宗
教
が
表
現
し
て
い
る
か
ら
」
で
あ
る
。
人
間

が「
世
界
と
人
生
を
コ
ス
モ
ス
と
し
て
受
け
と
め
る
と
い
う
こ
と
」

は
、
畢
竟
、「
そ
れ
ら
を
生
き
る
に
値
す
る
も
の
と
し
て
受
け
と

め
る
と
い
う
」
こ
と
な
の
で
あ
る
（
一
五
七
ペ
ー
ジ
）。
そ
の
際

に
、著
者
は
社
会
の
役
割
を
重
視
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、「
社
会
」

と
は
、「
個
体
と
個
体
、
世
代
と
世
代
が
愛
着
で
結
び
付
い
た
関

係
性
」
で
あ
る
。
こ
の
章
で
は
さ
ら
に
、
宗
教
の
「
政
治
的
・
社

会
的
機
能
」
と
し
て
、「
政
治
体
制
の
正
当
化
」（
王
権
神
授
説
等
）

と「
社
会
制
度
の
正
当
化
」、「
社
会
の
統
合
」の
機
能
が
扱
わ
れ
る
。
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付
録
的
な
第
八
章
「
宗
教
の
諸
理
論
」
で
は
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
ン

ガ
ー
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
、
ル
ッ
ク

マ
ン
、
エ
リ
ア
ー
デ
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
宗
教
理
論
が
紹
介
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
の
評
価
と
問
題
点
が
記
さ
れ
る
。「
人
選
」
が

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
り
、著
者
の
関
心
の
傾
向
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　

極
め
て
広
範
で
多
様
な
主
題
を
扱
う
書
物
な
の
で
、
主
た
る
内

容
の
紹
介
だ
け
で
紙
幅
が
ほ
と
ん
ど
尽
き
て
し
ま
っ
た
が
、
全
体

と
し
て
見
た
印
象
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
定
義
が
採
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
バ
ー
ガ
ー
、
ル
ッ
ク
マ
ン
な
ど
の
理
論

が
応
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
社
会
学
的

傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、「
生
と
死
の
宗
教
社
会
学
」
の
著
者
の
面

目
躍
如
と
い
っ
た
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
他
の
領
域
に
還
元

さ
れ
得
ぬ
宗
教
固
有
の
特
質
を
探
ろ
う
と
す
る
宗
教
現
象
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
は
や
や
懐
疑
的
で
、
オ
ッ
ト
ー
や
エ
リ
ア
ー
デ
に
対

す
る
評
価
は
厳
し
い
。
オ
ッ
ト
ー
の
議
論
が「
じ
つ
に
中
途
半
端
」

で
、「
論
理
的
に
破
綻
し
て
い
る
」（
一
二
八

－

九
ペ
ー
ジ
）
と
か
、

「
エ
リ
ア
ー
デ
は
自
分
の
言
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
」

（
二
一
〇
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
断
言
は
、
や
や
不
穏
当
か
。
本
書
の

最
後
は
、
社
会
意
識
や
社
会
統
合
か
ら
宗
教
を
説
明
す
る
デ
ュ
ル

ケ
ム
流
の
議
論
に
対
す
る
「
社
会
還
元
主
義
」
と
の
批
判
に
対
す

る
反
論
と
、「
そ
の
よ
う
な
非
難
を
す
る
者
こ
そ
超
越
主
義
と
か

神
秘
主
義
者
と
呼
ん
で
し
か
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
反
批
判
で

結
ば
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
オ
ッ
ト
ー
や
エ
リ
ア
ー
デ
ら
の
立
場
が

念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
「
見
方
」
に
賛
否

は
あ
ろ
う
が
、
刺
激
と
問
題
提
起
に
富
ん
だ
力
作
で
あ
る
。
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